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（４）具体的な活動内容 

① パブリックアクセスの必要性の確認 

② 海へのアクセスの現状把握と海へのアクセスの現状をマッピングする。 

③ モデルルートの設定 

 ・地図化と隘路及び活用社会資源の把握 

 ・アクセスを具体化するための方法論の検討 

 ・整備手法とモデルルートの提案 

④ 多様なアクセスの設定と実現化方策の提案 

⑤ アクセスの魅力アップ方策の検討 

⑥ アクセスの情報提供システム 

⑦ アクセスを生かした海岸・海洋利用の提案 

⑧ 進行管理と見直し 

＊作業過程で、適宜に現地調査を行う。 

スケジュール予定 

 初年度：①②③ 

 次年度：④⑤ 

三年度以降：⑥⑦⑧ 

（注１） 年次別の成果物をフォーラムの提案活動に資するよう意図する。 

（注２） 行動計画を具体化する取り組みであり、関係者の強化醸成を意図する。 

（５）参加人数 

議論を収れんさせるため、15人程度、フォーラム会員から希望者を募る。 

ただし、有効な議論とするため、沿岸域の企業、自治体の参加を意図する。 

  メンバー構成は、具体化と利用を図るため、自治体、土地所有者（立地企業）、海利用

者、観光・交通事業者、学識者を包含したい。 

（６）フォーラムの運営への協力・寄与 

PT は、企画運営委員会の承認のもとで活動をし、企画運営委員会に対して随時活動報

告を行っていただきます。同時に、PT 長は企画運営委員会に加わり、フォーラムの運営

に寄与することとなります。企画運営委員会への参加にあたっては、フォーラムの趣旨・

目的が円滑に遂行できるように協力し、寄与する責務が生じることを十分に理解してく

ださい。 

また、PT 活動が、もしフォーラムの趣旨・目的や指示ミッションに違背する方向に向

かうときには、フォーラムの一員としての活動を停止し、説明責任を果たすとともに、

フォーラム内の PT としての活動ではなく、それぞれのグループ・団体の独自活動として

独立して実施していただくことになります。 

                                 以上 


